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た。第二章では，骨格に高周期 14 族元素を 3 つ有するビシクロ［1.1.0］ブタンの合成を行い，橋頭位ケイ











リチウム 1， 2，3- トリシラシクロペンタジエニドを前駆体として，高周期シクロペンタジエニルアニオン
を配位子としたサンドイッチ型ルテニウム錯体及びハーフサンドイッチ型ロジウム錯体の合成を行った。ま
たそれぞれの錯体について対応する炭素シクロペンタジエニル錯体と比較することで，高周期元素シクロペ
ンタジエニル配位子が炭素シクロペンタジエニル配位子よりも強い電子供与性を有することを見出した。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　高周期 14 族元素不飽和三員環化合物は特異な性質を有することから，近年注目されている研究対象であ
る。本研究では高周期 14 族元素不飽和三員環化合物を鍵反応剤として，新規四員環化合物，高周期ビシク
ロ［1.1.0］ブタン，アルキル置換不飽和三員環化合物，高周期シクロペンタジエンの合成を行うことで高周
期不飽和小員環化合物の性質の理解を行った。特にジクロロメタンによる不飽和三員環化合物の環拡大は炭
素系には見られない高周期元素特有の反応であり非常に興味深い。また高周期ビシクロ［1.1.0］ブタンの合
成及びその異性化の機構の解明は高周期不飽和環状化合物の本質を知る上で重要である。さらに 6π 電子系
芳香族化合物である高周期シクロペンタジエニルアニオンの合成，構造，電気的性質の解明と対カチオンで
あるリチウムの効果の検証により合成した環状ジシレニドは典型元素における「芳香族性」について新たな
知見を与えた。高周期元素シクロペンタジエニル遷移金属錯体の合成にも成功し，高周期元素シクロペンタ
ジエニル配位子が炭素シクロペンタジエニル配位子よりも強い電子供与性を有することを見出した。高周期
14 族元素の化学において，このような多種多様な化学的変換による化学種の創成は例がなく，本研究は独
創的であり高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
